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a第１章 計画の策定にあたって a 

 

１．策定の趣旨 

近年のライフスタイル※①の多様化に伴い、「食」をめぐるさまざまな問題が生じ

ている中、国は平成１７年７月に「食育基本法」を施行しました。食育基本法では、

食育を「生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべきもの」

と位置づけるとともに、さまざまな経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選

択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を育てる食育を推進

することが求められているとしています。 

また、新型コロナウイルス感染症の流行により、わたしたちの生活は大きく変化

しています。感染予防のため外出する機会は減少し、共食※②の機会も大幅に減少し

ています。一方で、在宅時間が増加したことにより、家庭での共食の機会や料理を

する機会は増加し、食を見直す契機ともなっています。 

このような状況の中で、国は食育基本法に基づき、令和３年３月に「第４次食育

推進基本計画（令和３年度からおおむね５年間）」を作成し、食育推進に取り組んで

います。 

 本市では、平成２１年３月に「かごしま市食育推進計画(平成２１年～２５年度)」、

平成２６年３月には「第二次かごしま市食育推進計画(平成２６年～３０年度)」、平

成３１年３月には「第三次かごしま市食育推進計画(平成３１年～３３年度)」（以下

「第三次計画」という。）を策定し、恵まれた自然環境と豊かな食材を有する特性を

生かして、家庭や地域、保育所・幼稚園・小中学校、食に関わる関係機関・団体な

どと連携して食育の推進に取り組んできました。 

 この第三次計画の計画期間が終了することから、これまでの進捗状況や本市の食

をめぐる現状、課題などを踏まえ、「第四次かごしま市食育推進計画」(以下「第四

次計画」という。)を策定するものです。 

 第四次計画では、知識の普及・定着から実践へとシフトし、３つの基本目標を見

直しました。第三次計画までに定着した食に関する知識を基に、市民一人ひとりが

自ら判断し実践していくことを目指しています。 

 

 

 

 

 

※①ライフスタイル：生活の様式・仕方。また、人生観・価値観・習慣などを含めた個人の生き方。 

※②共食：誰かと共に食事をし、コミュニケーションを図ること。 
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２．計画の位置づけ 

 本計画は、食育基本法第１８条第１項に基づく市町村食育推進計画であり、本市

における食育の推進に関する施策について定めるものです。 

 また、本市の行財政運営を総合的かつ計画的に進めるための最上位計画である「第

六次鹿児島市総合計画」の個別計画として位置づけるとともに、本市関連計画との

整合性を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

３．SDGｓとの関連 

 

  平成２７年９月の国連サミットで採択された国際開発目標である「持続可能な開

発のための２０３０アジェンダ」は、１７の目標と１６９のターゲットから成る

「SDGｓ（持続可能な開発目標）」を掲げています。SDGｓの目標には、「目標２．

飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する」、

「目標３．あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を推進する」、

「目標４．すべての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を提供し、生涯学習の機

会を促進する」、「目標１２．持続可能な生産消費形態を確保する」など食育と関係が

深い目標があります。 
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  また、食育の推進は、国の「SDGｓアクションプラン２０２１（令和２年１２月

持続可能な開発目標（SDGｓ）推進本部決定）」の中に位置づけられており、SDGｓ

の達成に寄与するものであり、本計画においても、SDGｓのゴール達成に向け、本

市の食育を推進していきます。 

 

４．計画期間 

計画の期間は、令和４年度から令和８年度までの５年間とします。 

なお、状況の変化などが生じた場合には、必要に応じて、計画内容を見直すことと

します。 
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1第２章 本市の食育に関する現状及び課題 1 

 本市の食育に関する現状及び課題を、市民意識調査（「３・食育に関する市民意識調

査実施概要」）等で得られた結果をもとにまとめています。 

 
１．現状及び課題 

（１）食育への関心について 

  平成２９年度調査（以下、「前回調査」という。）と比較すると、関心がある割合（「関

心がある」「どちらかといえば関心がある」）は両世代で増加しており、中学生～ 

１８歳未満では前回調査より１０．６ポイント増加しています。また、性別で見ると、

男性より女性の方が関心がある割合は高くなっています。 

引き続き様々な講演会や講座等を実施して食育の周知・広報に努めるとともに、男

性の食育に関する関心度を上げる工夫も行いながら全体の関心度を高めてまいりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.0 

26.8 

11.2 

27.2 

46.4 

45.4 

38.6 

42.3 

25.7 

18.1 

28.8 

15.9 

7.9 

3.9 

11.2 

3.8 

6.0 

4.3 

9.8 

3.6 

1.5 

0.5 

7.2 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

R2 中学生～18歳未満

18歳以上

H29 中学生～18歳未満

18歳以上

「食育」に関心がありますか

関心がある どちらかといえば関心がある
どちらかといえば関心がない 関心がない
わからない 無回答

（％） 
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（２）食に関するボランティア※①について 

  平成２９年度から平成３０年度で大幅に増加し、その後は微増傾向にあります。近

年の子ども食堂※②の増加や、ボランティア団体の組織化が一因と考えられます。全

体数は増加していますが、団体ごとで見ると会員が減少しているところもあるので、

継続して活動できるよう支援していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）栄養バランス等について 

  前回調査と比較すると、心掛けている割合（「十分心掛けている」「心掛けている」）

は、増加しています。健康意識の高まりやコロナ禍により自宅で食事をとる人が増え

たことが一因と考えられます。「栄養バランス」という考え方には個人差、年代差が

あるため、今後はそれぞれの年代に合わせた指導をしていく必要があります。 

※①食に関するボランティア：本市において定期的に登録又は届出をしていること等により、本市が把握

しているボランティア(個人・団体)のこと。 

※②子ども食堂：子どもたちに対して、無料または低額で食事や居場所を提供する活動のこと。 

2805
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H29 H30 R1 R2

食に関するボランティア数

13.8 

14.6 

30.4 

21.3 

52.5 

37.9 

47.6 

42.1 

23.8 

28.2 

14.1 

24.3 

4.4 

13.6 

2.3 

6.5 

5.6 

5.8 

4.1 

4.6 

1.6 

1.1 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

中学生～18歳未満 女性

男性

18歳以上 女性

男性

「食育」に関心がありますか（R2）

関心がある どちらかといえば関心がある
どちらかといえば関心がない 関心がない
わからない 無回答

（％） 

（人） 
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（４）噛むことについて 

  前回調査と比較すると、よく噛んで食べている割合（「ゆっくりよく噛んで食べて

いる」「どちらかといえばゆっくりよく噛んで食べている」）は全世代で増加していま

す。ある程度の噛み応えがないと「よく噛む」ことはできないので、今後は噛み応え

のある食事をとることがよく噛むことにつながる、ということを伝えていく必要があ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

19.8 

11.7

56.0 

50.0 

22.2 

27.6

2.0 

9.1

1.1

0.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

R2

H29

ふだんゆっくりよく噛んで食べていますか（未就学児・小学生）

ゆっくりよく噛んで食べている どちらかといえばゆっくりよく噛んで食べている

どちらかといえばゆっくりよく噛んで食べていない ゆっくりよく噛んで食べていない

うまく噛めていない 無回答

20.0 

8.8 

21.4 

10.3 

47.9 

37.1 

45.1 

31.1 

24.5 

40.4 

27.4 

40.2 

7.2 

11.8 

5.6 

11.3 

0.4 

1.9 

0.5 

7.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

R2 中学生～18歳未満

18歳以上

H29 中学生～18歳未満

18歳以上

ふだんゆっくりよく噛んで食べていますか

ゆっくりよく噛んで食べている どちらかといえばゆっくりよく噛んで食べている

どちらかといえばゆっくりよく噛んで食べていない ゆっくりよく噛んで食べていない

無回答

（％） 

（％） 

（％） 

11.8 

16.0

64.5 

55.8

19.7 

18.0

1.8 

2.1

1.2 

1.0

1.0 

7.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

R2

H29

栄養バランス等に気を付けた食生活を心掛けていますか

（18歳以上）

十分心掛けている 心掛けている あまり心掛けていない 全く心掛けていない わからない 無回答
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（５）食品の選択・調理方法に関する知識について 

  前回調査と比較すると、知識がある割合（「十分にあると思う」「ある程度あると思

う」）は、両世代で増加しています。情報が手軽に手に入るようになったことが一因

と考えられます。なお、コロナ禍において家庭で食事をする機会が増加しているので、

今後は家庭における食品の保管や衛生管理についても周知・広報していく必要があり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）共食について 

  ①家族との共食頻度 

 「ほとんど毎日」と回答した割合は、全世代で朝食より夕食の方が多くなって

います。また、前回調査と比較すると、「ほとんど毎日」と回答した割合は、中学

生～１８歳未満の朝食が減少しています。家族が食卓を囲んで共に食事をとりな

がらコミュニケーションを図ることは食育の原点であるため、今後も引き続き共

食の大切さを伝えていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.2

13.2

15.3

12.3

51.7

60.2

45.6

54.9

27.5

22.3

30.7

22.0

4.2

2.2

8.4

4.1

0.4

2.2

6.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

R2 中学生～18歳未満

18歳以上

H29 中学生～18歳未満

18歳以上

食品の選択・調理方法に関する知識があると思いますか

十分にあると思う ある程度あると思う あまりないと思う 全くないと思う 無回答
（％） 
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  ②地域での共食 

   前回調査と比較すると、１人暮らしの人のうち食を通じたコミュニケーションに

努めている割合（「十分心掛けている」「心掛けている」）は増加しています。また、

地域等で食事会等の機会があれば参加したいと思う割合（「とてもそう思う」「そう

思う」）は、全体の４７．０％で、そのうち実際に参加した人の割合は７７．６％

92.4

68.3

72.7

88.7

67.9

65.5

3.8

13.6

9.9

6.3

12.1

12.6

1.7

12.1

7.2

3.3

14.0

10.1

0.6

3.0

2.9

0.4

1.9

4.5

0.3

2.3

4.0

0.2

4.2

4.4

1.2

0.8

3.3

1.1

3.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

未就学児・小学生

R2 中学生～18歳未満

18歳以上

未就学児・小学生

H29 中学生～18歳未満

18歳以上

夕食を2人以上で食べることがどのくらいありますか

ほとんど毎日一緒に食べる 週に4～5日一緒に食べる 週に2～3日一緒に食べる

週に1日程度一緒に食べる ほとんど一緒に食べない 無回答

73.8

44.5

52.6

71.3

47.9

49.6

6.1

8.3

7.0

12.6

9.3

7.9

12.5

17.0

10.6

8.3

11.6

10.0

2.3

9.8

9.1

4.6

6.5

11.4

4.7

20.4

19.2

2.8

24.7

19.4

0.6

1.5

0.4

1.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

未就学児・小学生

R2 中学生～18歳未満

18歳以上

未就学児・小学生

H29 中学生～18歳未満

18歳以上

朝食を2人以上で食べることがどのくらいありますか

ほとんど毎日一緒に食べる 週に4～5日一緒に食べる 週に2～3日一緒に食べる

週に1日程度一緒に食べる ほとんど一緒に食べない 無回答

（％） 

（％） 
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となっています。孤食※③より共食をするメリットが多いことは国の調査からも明

らかになっているため、今後は、新しい生活様式の中で出来る共食を検討していく

必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）生活習慣病※④予防・改善のための実践について 

  前回調査と比較すると、気をつけている割合（「いつも気をつけて実践している」

「気をつけて実践している」）は増加しています。また、若い世代は他の世代と比較

して気をつけている人の割合が低い傾向にあります。生活習慣病の予防には日頃の食 

 

※③孤食：食事を一人でとること。 

※④生活習慣病：食習慣、運動習慣、休養、喫煙、飲酒等の生活習慣によって、引き起こされる病気の

総称。主な生活習慣病にはがん、高血圧、糖尿病、メタボリックシンドロームなどが

ある。 

7.6

6.8

12.8

5.4

45.2

32.4

22.1

17.6

9.7

10.1

2.8

27.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2

H29

食を通じたコミュニケーションに努めていますか

（一人暮らしの人/１８歳以上）

十分心掛けている 心掛けている あまり心掛けていない 全く心掛けていない わからない 無回答

8.6 38.4 38.2 9.8 4.2 0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R2

地域等で食事会等の機会があれば参加したいと思いますか(１８歳以上）

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない わからない 無回答

77.6 21.8 0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R2

地域等での食事会等に参加しましたか(１８歳以上）

※参加したいと思う人のうち

参加した 参加していない 無回答

（％） 
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生活、また、若い頃からの食生活が重要であるため、この世代への働きかけをしてい

く必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）朝食の欠食について 

  前回調査と比較すると、「ほとんど食べない」と回答した割合は未就学児・小学生

を除いて増加しており、世代別では年代が上がるにつれて増加傾向にあります。また、

朝食を食べないときの理由は「時間がない」「食欲がわかない」「朝食を食べるより寝

ていたい」と回答した人の割合が全世代で多くなっています。朝食欠食は生活リズム

が乱れ、後の生活習慣病へもつながる可能性があります。学校では「早寝早起き朝ご

はん」運動※⑤を展開しており、引き続き実施するとともに１０歳代後半から３０歳

代の若い世代への働きかけも行っていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※⑤「早寝早起き朝ごはん」運動：子どもの生活習慣づくりについて、社会全体の問題として子どもたち

の生活リズムの向上を図っていくため、平成 18 年４月に「早寝早起き

朝ごはん」全国協議会が発足したもの。 

95.3 

82.6 

78.5 

93.0

88.4

74.0

4.4 

6.8 

6.1 

5.0

6.0

5.3

4.9 

4.2 0.9

2.8

4.8

0.3 

5.7 

9.0 

0.4

1.9
8.3

2.2 

0.7

0.9

7.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

未就学児・小学生

R2 中学生～18歳未満

18歳以上

未就学児・小学生

H29 中学生～18歳未満

18歳以上

朝食を食べますか

ほとんど毎日食べる 週に4～5日食べる 週に2～3日食べる ほとんど食べない 無回答

14.1 

14.2 

48.7 

40.5 

32.5 

33.2 

2.4 

4.0 

0.9 

1.0 

1.3 

7.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

R2

H29

生活習慣病予防や改善のために食生活に気を付けていますか

（18歳以上）

いつも気をつけて実践している 気をつけて実践している あまり気をつけて実践していない

全く気をつけていない わからない 無回答

（％） 

（％） 
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（９）地場産物※⑥について 

  ①学校給食の地場産物活用状況 

   地場産物の活用状況は、令和２年度は６３．８％となっています。 

学校給食に地場産物を活用することは、地域の自然、文化や産業等に関する理解

や食に関する感謝の念を育む上で重要であること等から、引き続き活用に努めま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※⑥地場産物：鹿児島県で生産、収穫、水揚げされた食材。 

66.2 64.6 62.4
66.9

70.9
63.8

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

H27 H28 H29 H30 R1 R2

地場産物活用状況（「鹿児島市の教育」より）

（％） 

（％） 

62.5

75.0 75.0

6.3 6.3

58.7

65.2

54.3

2.2

19.6 19.6

54.4 53.9 

39.3 

11.7 9.7 

33.5 
28.4 

1.1 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

時
間
が
な
い

食
欲
が
わ
か
な
い

朝
食
を
食
べ
る
よ
り

寝
て
い
た
い

(

起
き
ら
れ
な
い)

減
量
の
た
め

朝
食
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い

以
前
か
ら
食
べ
る
習
慣
が
な
い

食
べ
た
り
準
備
す
る
こ
と
が

面
倒
で
あ
る

保
護
者
が
食
べ
て
い
な
い

(

食
べ
て
い
な
か
っ
た
）

朝食を食べないときの理由は何ですか（R2)

未就学児・小学生の保護者

中学生～18歳未満

18歳以上

※複数回答
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  ②地場産の農林水産物の購入意欲 

   前回調査と比較すると、購入している割合（「できるだけしている」「たまにして

いる」）は、微増となっています。地産地消※⑦に関するイベントの開催やちらし配

布等を行い、生産者と消費者とをつなぐ働きかけを行っていることが一因と考えら

れます。流通や保存などの技術向上により、外国産が安価で品質も良くなっている

ことや県外産の流通も増えてきているため、さらなる取組を検討していく必要があ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※⑦地産地消：その地域で取れた農林水産物をその地域で消費すること。 

56.8

57.2

24.3

21.8

16.8

14.1

2.1

6.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

R2

H29

地場産の農林水産物を優先して購入していますか（18歳以上）

できるだけしている たまにしている こだわらない 無回答
（％） 
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47.8

46.8

31.8

79.8

71.2 

37.2

36.2

34.7

27.8

15.2

18.5

37.6

20.2

28.4

56.1

0.9

2.7

0.5

6.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

未就学児・小学生

R2 中学生～18歳未満

18歳以上

未就学児・小学生

H29 中学生～18歳未満

18歳以上

農林漁業体験に参加したことがありますか

種まきから収穫までなど、全体を通した体験をしたことがある

収穫体験など部分的にしたことがある

したことがない

無回答

（１０）農林漁業体験について 

  前回調査と比較すると、参加したことがあると回答した割合（「種まきから収穫ま

でなど、全体を通した体験をしたことがある」「収穫体験など部分的にしたことがあ

る」）は、全世代で増加しています。ただし、世代別で見ると、「参加したことがある」

と回答した人の割合は、世代が上がるにつれて減少する傾向があります。子どもだけ

でなく、大人へも農林漁業体験の意義や大切さを理解してもらえるような働きかけを

していく必要があります。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１１）郷土料理・作法などについて 

  前回調査と比較すると、「受け継いでいる」と回答した割合は両世代で増加してい

ます。給食での郷土料理提供や、各種施設等で郷土料理教室を開催していることから、

郷土料理に親しむ機会が増えていることが一因と考えられます。引き続き郷土料理の

認知度を上げる取組を行うとともに、作法についても情報発信していく必要がありま

す。 

 

 

 

 

 

（％） 

※H29は選択肢が「はい」「いいえ」のみ 



14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１２）食品ロス※⑧について 

  前回調査と比較すると、知っている割合（「よく知っている」「ある程度知っている」）

は、両世代で増加しており、特に、中学生～１８歳未満では、４７．６ポイントも増

加しています。マスメディアなどで食品ロスの話題が取り上げられていることなどが

一因と考えられます。また、食品ロスの問題は環境面だけでなく、食べものをつくる

生産者・製造者への感謝の気持ちや食べものを無駄にしないという道徳面にも関係し

ています。今後は、言葉の認知度を上げる取組を行うとともに、環境と道徳の両方の

立場から食品ロス削減への取組を広げていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※⑧食品ロス：食べられるのに捨てられてしまう食品のこと。 

41.5

48.3

10.2

31.9

39.6

41.2

23.3

39.6

11.7

5.6

28.8

13.3

7.2

2.5

37.7

7.5

2.4

7.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

R2 中学生～18歳未満

18歳以上

H29 中学生～18歳未満

18歳以上

「食品ロス」という問題を知っていますか

よく知っている ある程度知っている あまり知らない ほとんど・全く知らない 無回答

44.9

47.5

39.5

39.9

14.7

26.1

14.4

27.6

40.4

23.8

45.6

24.2

2.6

0.5

8.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

R2 中学生～18歳未満

18歳以上

H29 中学生～18歳未満

18歳以上

郷土料理や味、食べ方・作法を受け継いでいますか

受け継いでいる 受け継いでいない わからない 無回答
（％） 

（％） 
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２．第三次かごしま市食育推進計画目標値における最終評価 

［評価の分類] ○:目標値に達した △:目標値に達していないが改善傾向にある ×:悪化している  

目標項目 
現状値 

平成 29年度 

目標値 

令和 3年度 

最終評価 

令和 2年度 
達成度 

１ 
食育に関心を持って

いる人の割合の増加 

18歳以上 69.5％ 90％以上 72.2％ △ 

中学生から 

18歳未満 
49.8％ 55％以上 60.4％ 〇 

２ 食に関するボランティア数の増加 2,805人 
10％以上 

増加 

4,564人 

（62.7％増） 
〇 

３ 
栄養バランス等を意識した食生活を

送っている人の割合の増加 
71.8％ 80％以上 76.3％ △ 

４ 
食事をよく噛んで味わって食べる人

の割合の増加 
41.4％ 55％以上  45.9％ △ 

５ 
食品の選択・調理方法について知識

のある人の割合の増加 
67.2％ 90％以上 73.4％ △ 

６ 

朝食又は夕食を家族と一緒に食べる

「共食」の回数の増加  

(朝食+夕食の週平均) 

週 9.6回 週 10回以上 週 10.1回 〇 

７ 
一人暮らしの人が共食する割合の 

増加 
44.6％ 50％以上 65.6％ 〇 

８ 

生活習慣病予防や改善のために、 

普段から食生活に気を付けている人

の割合の増加 

54.7％ 75％以上 62.8％ △ 

９ 

朝食を食べない

人の割合の減少 

※2 

20～30歳代の 

男性 
18.8％ 15％以下 22.4％ × 

20～30歳代の 

女性  
10.1％ 10％以下 15.2％ × 

40歳代の男性 28.6％ 25％以下 22.9％ 〇 

10 
地場産の農畜産物・水産物を 

意識して購入する人の割合の増加 
79.0％ 90％以上 81.1％ △ 

11 

農業体験を経験

した人の割合の

増加 

18歳以上 37.2％ 85％以上 59.6％ △ 

中学生から 

18歳未満 
71.2％ 95％以上 81.5％ △ 

未就学児・小学生 79.8％ 95％以上 84.0％ △ 

12 
郷土料理や家庭料理、作法などを 

受け継いでいる人の割合の増加 
39.9％ 45％以上 47.5％ 〇 

13 
食品ロスを知っている人の割合の 

増加 
71.5％ 80％以上 89.5% 〇 

※１ 「ほとんど毎日」を週 7回、「週に 4～5日」を 4.5回、「週に 2～3日」を 2.5回、「週に 1日程

度」を 1回として、朝食・夕食ごと（設問ごと）に、当該人数を掛け、合計したものを全体数で割り、 

朝食と夕食の回数を足して週当たりの回数を算出する。 

※２ 標準誤差（９０％信頼区間）：20歳代男性→8.1％  30歳代男性→11.5％  20歳代女性→4.7％ 

30歳代女性→5.7％  40歳代男性→7.1％ 



16 

 

３．食育に関する市民意識調査実施概要 

（１）調査目的 

「第三次かごしま市食育推進計画」の目標値の達成状況や食育に関する現状、課題を

把握し評価を行うとともに、次期食育推進計画の基礎資料として活用するために、市

民意識調査を実施しました。 

 

（２）調査地域 

   鹿児島市全域 

 

（３）調査方法 

   郵送調査 

 

（４）調査期間 

   令和２年７月２９日(水)～８月２５日(火) 

 

（５）抽出方法 

   下記の区分ごとに無作為抽出 

 

（６）調査対象者及び回収結果等 

対象者 対象者数 回収数 回収率 記入方法 

18歳以上の市民 3,380 1,804 53.3％ 自記入式 

中学生から 18歳未満の市民 560 265 47.3％ 自記入式 

未就学児・小学生 560 343 61.2％ 
保護者 

による回答 

合計 4,500 2,412 53.6％  

 

 

 

 

 

 

 

 

※市民意識調査結果については、比率はすべて百分比で表し、小数点以下第 2位を四捨五入しています。

このため、百分比の合計が 100％にならないことがあります。また、複数回答の設問は、全ての合計が

100％を超えることがあります。 
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q 第３章 計画の基本理念等 q 

 

  第四次計画では、豊かな自然に恵まれた本市の特性を生かし、市民が食に関心を持

ち、食の楽しさを身に付け、食を味わい、伝え、体験することを通して食育を推進し、

市民一人ひとりが健康で生き生きと生活できる活力のある社会の実現を目指すとい

う基本理念のもと、基本目標等を設定しました。 

 

１．基本理念 

「食を通じて、健康で生き生きと生活できる 

活力あるかごしま市の実現」 

２．基本目標 

（１）幅広い知識で取り組む食育 

分野が多岐に渡る食育について幅広い知識を身に付け、また、その知識を使って

健全な食生活を送れるよう取り組みます。 

 （２）生涯を通した食育の推進 

子どもの時期だけでなく、生涯に渡って食育に取り組むよう、ライフステージ※①

に合わせた食育の実践に取り組みます。 

（３）持続可能な食を支える食育の推進

郷土料理や食文化、地産地消、食品ロスなど、食を支える環境の持続につながる

食育に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

※①ライフステージ：人間の一生における乳幼児期、学童期、思春期、成人期、高齢期などのそれぞれの

段階のこと。本書では、「乳幼児期」を概ね０～５歳、「学童期・思春期」を概ね 6～

19 歳、「青年期」を概ね２０～３９歳、「壮年期」を概ね４０～６４歳、「高齢期」を

概ね６５歳以上と設定する。 
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３．施策の体系 

 基本理念に基づき、基本目標ごとに関連する基本方針及び基本施策を体系づけ、取組

を進めていきます。 

 

 
食を通じて、健康で生き生きと生活できる 

活力あるかごしま市の実現 

食環境の整備 

食の情報発信と連携 

食の情報発信 

食育を支えるネットワークづくり 

口腔・栄養分野における食育の推進 

健全な食生活の推進 

歯科口腔保健における食育 

安心・安全な食育 

適正な食品表示の活用 

地域社会における食育の推進 

家庭における食育の推進 

子どもの基本的な生活習慣の形成 

家庭における共食 

学校・保育所等における食育の推進 

学校における食育 

保育所等における食育 

健康寿命の延伸につながる食育 

地域社会における共食 

環境に配慮した食育の推進 

地産地消及び農林漁業体験活動の推進 

地産地消に関する取組 

農林漁業体験活動への支援 

食文化継承につながる取組の推進 

郷土料理継承に関する取組 

食文化・マナーの習得に関する取組 

食品ロス削減に関する取組 

幅広い知識で取り組む食育 

生涯を通した食育の推進 

持続可能な食を支える食育の推進 
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1第４章 施策の展開 1 

 
１．基本目標別の取組 

基本目標１  

幅広い知識で取り組む食育 

 

≪現状と課題≫ 

  「食育」とは、食物を美味しく食べるという基本的なことから、健全な食生活のた

めの食事、食に対する感謝の念と理解を深めること、食文化の継承、食料自給率※①

向上への貢献、環境と調和のとれた生産と消費など、分野が非常に多岐に渡ります。

ただ食べるだけではなく、生活や文化、環境にも配慮した食育を実践するためには、

幅広い知識が必要です。 

 

1基本方針（１）食の情報発信と連携  

  SNS※②の普及に伴い、食に関する情報が氾濫している現状にあります。多くの情

報の中から正しい情報を選択する力を身に付けることが必要となります。 

市民一人ひとりが食について関心を高め、正しい知識を習得し食育を実践するため

に、食の情報発信を積極的に行います。また、分野が多岐に渡るからこそ、関係機関・

団体等と連携を密にし、より一層の食育推進に努めます。 

 

◆数値目標 

目標項目 
現状値 

令和２年度 

目標値 

令和８年度 

食育に関心を持っている人の割合

の増加 

18歳以上 72.2％ 90％以上 

中学生から 18歳未満 60.4％ 70％以上 

食に関するボランティア数の増加 4,564人 10％以上増加 

 

◆基本施策 

① 食の情報発信 

ア．食育啓発ポスターやリーフレットを作成し、食に関する情報発信を行います。 

イ．食育教室や各種講座、イベントを開催して、食育の普及・啓発を行います。 

ウ．食育の専門家による出張講座を行い、食に関する知識の向上を図ります。 

 

※①食料自給率：国内の食料消費が、国産でどの程度賄えているかを示す指標のこと。食料全体における

自給率を示す指標として、供給熱量（カロリー）ベース、生産額ベースの２通りの方法で

算出する。 

※②SNS：ソーシャル・ネットワーク・サービス（social networking service）の略で、人と人とのつな

がりを促進・サポートする「コミュニティ型会員制サービス」のこと。  
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 ② 食育を支えるネットワークづくり 

ア．鹿児島市食育推進ネットワーク※③との連携強化を図ります。 

イ．食に関するボランティアの養成や活動に対する支援を行います。 

ウ．食に関するボランティアの資質向上を図るための研修会を開催します。 

 

◆市民の取組 

① 乳幼児期 

  ・さまざまな食材の味を楽しみましょう。 

② 学童・思春期 

  ・食に関する体験やイベントに積極的に参加しましょう。 

③ 青年期及び壮年期 

   ・正しい情報を選択できる力を身に付けましょう。 

 ④ 高齢期 

   ・今までの知識に加え、新しい知識も取り入れましょう。 

 

1基本方針（２）口腔・栄養分野における食育の推進 

  食物を食べるために「口腔」の働きは必要不可欠です。口腔機能が低下すると食の

多様性が失われ、栄養バランスが崩れてしまいがちです。また、栄養バランスの偏っ

た食事は口腔疾患のリスクが高くなるなど、口腔と栄養は双方向性に深く関連してい

ます。このような中、歯科領域においても食育の取組として、「食育宣言※④」や「健

康づくりのための食育推進共同宣言※⑤」などを行い、医療ではなく健康づくりとし

ての観点からさまざまな食育推進活動が展開されています。 

  口腔分野と栄養分野が連携して、食に関する正しい知識の普及に努めるとともに、

指導及び助言を行います。 

 

◆数値目標 

目標項目 
現状値 

令和２年度 

目標値 

令和８年度 

栄養バランス等を意識した食生活を送っている人の割合の 

増加 
76.3％ 80％以上 

食事をよく噛んで味わって食べる人の割合の増加 45.9％ 55％以上 

 

 

 

 

 

※③鹿児島市食育推進ネットワーク：第６章（３５頁）参照。 

※④食育宣言：平成１９年６月に日本歯科医師会、日本歯科衛生士会、日本歯科医学会、日本学校歯科医

師会により発せられたもの。口から食べることの重要性について食べ方を通して食育を推進

することを示している。 

※⑤健康づくりのための食育推進共同宣言：日本歯科医師会と日本栄養士会により、「食べることは生きる

こと」の視点からの食育について発せられたもの。 
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◆基本施策 

① 健全な食生活の推進 

  ア．各種健診等で、栄養バランスに配慮した食事について、管理栄養士・栄養士な

どの専門職による知識の普及・啓発を図ります。 

  イ．栄養バランスに配慮した食事づくりを学ぶための各種料理教室を開催します。 

  ウ．市政出前トークを活用して、健全な食生活についての情報提供を行います。 

  エ． 低栄養やフレイル※⑥状態にある市民に対し、個別支援及び集団指導を行います。 

 ② 歯科口腔保健における食育 

ア．歯科口腔保健に関する正しい知識を普及するために、健康教育や保健指導を行

います。 

  イ．市政出前トークを活用して、歯科口腔保健についての情報提供を行います。 

  ウ．口腔機能の発達不全及び低下がみられる市民に対し、個別支援及び集団指導を

行います。 

 

◆市民の取組 

① 乳幼児期 

  ・色々な食材に触れ、食事を楽しみましょう。 

  ・噛む力や咀しゃく機能を育てましょう。 

② 学童・思春期 

  ・生活リズムを整え、規則正しい食習慣を身に付けましょう。 

  ・正しい歯磨きの仕方を身に付けましょう。 

③ 青年期及び壮年期 

  ・栄養バランスに配慮した食事を心がけましょう。 

   ・定期的に歯科健診を受診しましょう。 

 ④ 高齢期 

   ・1日 3食しっかり食べ、適正体重を維持しましょう。 

   ・口腔機能を維持するために、口の周りの筋肉を動かす体操などをしましょう。 

 

1基本方針（３）食環境の整備  

  ライフスタイルの多様化に伴い、共働きや単身世帯が増加しています。これに伴い、

食事は「つくる」ものから「選ぶ」ものになっている人も増加してきています。市場

には多くの食品が流通し、中には健康を損なう食品もあります。 

多くの食品の中から、市民一人ひとりが自分のライフスタイルや健康状態にあう食

品を選択できる力を身に付けることを支援するとともに、選択しやすいような食環境

を整えていきます。 

 

 
※⑥フレイル：加齢とともに、心身の活力（例えば筋力や認知機能など）が低下し、生活機能障害、要介

護状態、そして死亡などの危険性が高くなった状態。 
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◆数値目標 

目標項目 
現状値 

令和２年度 

目標値 

令和８年度 

食品の選択・調理方法について知識のある人の割合の増加 73.4％ 90％以上 

◆基本施策 

① 安心・安全な食育 

ア．食品等事業者に対して、定期的な監視、指導を行い、安全性を確保します。 

イ．消費者、食品等事業者との食品の安全性に関する情報・意見の交換会を開催し

ます。  

ウ．市民に対して、リーフレット配布や市政出前トークなどを活用し、安心・安全

な食生活を送るための情報提供を行います。 

  エ．食品・飲料水などの検査を実施します。 

 ② 適正な食品表示の活用 

ア．市民に対して、食品表示から必要な情報を得て食品を適切に選択できるよう、

各種イベントやホームページを通して、知識の普及に努めます。 

イ．健康づくりのための栄養成分表示の活用について、知識の普及に努めます。 

ウ．食品等事業者に対して講習会等を実施し、適正な表示について周知を行います。 

エ．食品表示について、監視指導計画に基づき、定期的な監視、指導を行います。 

オ．「体にやさしいかごしまメニューのお店※⑦」の登録店数を増やすとともに、市

民への周知広報を行います。 

 

◆市民の取組 

① 食品等事業者 

  ・食品等を扱う関係者全員が、食品の安全性に関する知識を身に付け、食中毒予防

に努めましょう。 

  ・食品表示の適正な表示に努めましょう。 

② 消費者 

  ・手洗いや食品の保管など、衛生管理の基礎を身に付けましょう。 

  ・食品表示を見る習慣を身に付けましょう。 

  ・食品表示を活用して、健康づくりを心がけましょう。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

※⑦体にやさしいかごしまメニューのお店：１食分の材料の基準を満たしたメニューを提供するお店とし

て登録された市内の飲食店等のこと。 
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基本目標２  

生涯を通した食育の推進 

 

≪現状と課題≫ 

  私たちが生涯にわたって健全な心身を培い、豊かな人間性を育むためには、多様な

暮らしに対応し、妊産婦から乳幼児、高齢者に至るまで切れ目のない食育を推進して

いくことが大切です。「食育」というと、子どもの教育というイメージが強いですが、

「食」は生涯にわたって生きる上での基本となります。食育基本法においても、「食

育はあらゆる世代の国民に必要なもの」と明記されています。 

  生活習慣病や肥満、低栄養、フレイル、貧困など多くの食の課題がある中で、「人

生１００年時代」に向けて、家庭や学校、保育所、職場、地域等の各場面において、

生涯を通した食育を推進していく必要があります。 

 

1基本方針（１）家庭における食育の推進  

  家庭での共食は食育の原点であり、食を楽しみ、家族とのつながりを大切にする食

育を推進していくことが重要です。また、食に関する基本的な情報や知識、伝統や文

化など、心身の健康の増進と豊かな人間性を育む基盤づくりを行っていく必要があり

ます。 

  学校や地域などで学んだことを家庭でも共有し、食育に関する理解が深まるような

取組を推進していきます。 

 

◆数値目標 

目標項目 
現状値 

令和２年度 

目標値 

令和８年度 

朝食を食べない人の割合の減少 

20～30歳代の男性 22.5％ 15％以下 

20～30歳代の女性 15.3％ 10％以下 

朝食又は夕食を家族と一緒に食べる「共食」の回数の増加 

(朝食+夕食の週平均)   
週 10.1回 週 11回以上 

 

◆基本施策 

① 子どもの基本的な生活習慣の形成 

ア．保健センターや地域の公民館、福祉館で、各種相談を行います。 

イ．家庭でつくれるレシピをホームページに掲載する他、各種イベントで配布します。 

ウ．育児教室を実施します。 

 ② 家庭における共食 

ア．各種健診等で、共食の大切さについて普及・啓発を図ります。 

イ．各種親子料理教室を実施します。 
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◆市民の取組 

① 乳幼児期 

  ・家族と食事を楽しみながら、正しい食習慣を身に付けましょう。 

② 学童・思春期 

  ・規則正しい生活習慣を身に付けましょう。 

③ 青年期及び壮年期 

   ・毎日朝食をとる習慣を身に付けましょう。 

 ④ 高齢期 

   ・１日３回食事をとる習慣を継続しましょう。 

 

1基本方針（２）学校・保育所等における食育の推進 

  食育はあらゆる世代に必要なものですが、特に、子どもへの食育は心身の成長及び

人格の形成に大きな影響を及ぼします。また、子どもの頃の食生活が大人になってか

らの健康に影響を与えることも、多くの調査で明らかになっています。 

  重要な子どもの時期の生活の中心となる学校・保育所等において食育の推進が行わ

れるよう支援をしていきます。 

 

◆数値目標 

目標項目 
現状値 

令和２年度 

目標値 

令和８年度 

学校給食への地場産物活用率  

給食用食材に県内産の食材（肉・野菜等）を使用する割合

（重量ベース）  

63.8％ 70％ 

※ 主食とする米・小麦粉及び牛乳以外 

 

◆基本施策 

① 学校における食育 

ア．学校給食を中心にした食に関する指導の充実を図るとともに、学校の教育活動

全体を通して取り組む食育を推進します。 

イ．学校での取組の情報を積極的に発信するとともに、家庭・地域・関係機関等と

連携し、児童生徒の健康で豊かな食生活と食育を推進します。 

 

 ② 保育所等における食育 

ア．市立保育園では、食育だよりを発行してあらゆる分野の食育普及に努めます。 

イ．市立保育園では、保育計画に食育を位置づけ、食育の指導計画を作成し保育の

一環として食育を推進します。 

ウ．児童福祉施設等給食担当者研修会を開催し、給食担当者の知識及び向上を図り

ます。 
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◆市民の取組 

① 乳幼児期 

  ・保育所等での給食や遊びを通して、食の楽しさを身に付けましょう。 

② 学童・思春期 

  ・友達と食事をとる楽しさを覚えましょう。 

 

1基本方針（３）地域社会における食育の推進 

  新しい生活様式※⑧となり、以前に比べて食を通じたコミュニケーションを取るこ

とが難しくなっています。食事を誰かと共にする頻度が高い人は、食生活や心の健康

状態が良好である人が多いなどの研究結果があります。今後は、引き続き共食を推進

するとともに、新しい生活様式に沿った共食の進め方を考えていきます。 

  また、子どもの貧困や、近年多発している大規模災害に対する備えなどの観点から

も食育推進に取り組んでいきます。 

 

◆数値目標 

目標項目 
現状値 

令和２年度 

目標値 

令和８年度 

生活習慣病予防や改善のために、普段から食生活に 

気をつけている人の割合の増加 
62.8％ 75％以上 

地域等で共食したいと思う人が共食する割合の増加 77.6％ 85％以上 

 

◆基本施策 

① 健康寿命の延伸につながる食育 

ア．健康づくりパートナー※⑨登録事業所に対し、食を含めた健康づくりに関する情

報を提供します。 

イ．健診結果等に課題がある市民に対し、特定保健指導、生活習慣病予防等の指導

を行います。 

 ② 地域社会における共食 

ア．閉じこもりがちな高齢者とボランティア団体等が、公民館・地域福祉館等で会

食を実施し交流することにより、高齢者の健康の保持及び生きがいづくりを促進

します。 

イ．子ども食堂での食事をきっかけとして、居場所づくりを行います。 

ウ．地域公民館や福祉館で各種料理教室を実施します。  
 

※⑧新しい生活様式：新型コロナウイルス感染症が、長期間にわたり感染拡大するのを防止するために、

厚生労働省が公表した行動指針。 

※⑨健康づくりパートナー：従業員や家族などの健康づくりに取り組む事業所として登録された事業所の

こと。 
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◆市民の取組 

① 乳幼児期 

  ・誰かと一緒に食事をとる楽しさを覚えましょう。 

② 学童・思春期 

  ・過度の痩身（痩せ）志向には注意しましょう。 

③ 青年期及び壮年期 

  ・自分の適正体重を維持するよう、バランスの良い食事を心がけましょう。 

  ・主食・主菜・副菜がそろった食事を心がけましょう。 

 ④ 高齢期 

  ・適正体重を維持し、低栄養やフレイルにも注意しましょう。 

  ・誰かと一緒に食事を楽しみましょう。 

・地域のイベントや各種教室等に参加し、地域とのつながりを保ちましょう。 
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基本目標３  

持続可能な食を支える食育の推進 

 

≪現状と課題≫ 

  私たちが健全な食生活を送るためには、その基盤として持続可能な環境が不可欠で

す。昔は、自ら生産した収穫物を地域独自の調理法や味付けで食す、という食の循環

はごく当たり前に行われていました。しかし、近年はライフスタイルの変化や食の多

様化により、海外への食の依存や中食※⑩・外食の普及が進み、食文化の継承が希薄

化している現状にあります。 

  また、食品が豊富に手に入る現在では、「食品ロス」という新たな問題も発生して

います。 

  食を支える環境の持続につながる食育を推進していく必要があります。 

 

1基本方針（１）地産地消及び農林漁業体験活動の推進  

  鹿児島には豊富な農林水産物がありますが、魚介類を見ると漁獲量は全国トップク

ラスであるのに対し県内での消費量はワーストクラスとなっています。地産地消は、

地域で生産された農林水産物を地域で消費するとともに、生産者と消費者を結び付け、

「顔が見え、話ができる」関係づくりを行う取組にもなります。今後もさまざまな事

業を通して地産地消の推進を行っていきます。 

  また、食に対する感謝の念や理解を深めるために、農林漁業体験活動も推進してい

きます。 

 

◆数値目標 

目標項目 
現状値 

令和２年度 

目標値 

令和８年度 

地場産の農林水産物を意識して購入する人の 

割合の増加 
81.1％ 90％以上 

農林漁業体験を経験した人の 

割合の増加 

18歳以上 59.6％ 85％以上 

中学生から 18歳未満 81.5％ 95％以上 

未就学児・小学生 84.0％ 95％以上 

 

◆基本施策 

① 地産地消に関する取組 

ア．各種イベントなどを実施し、市内産農林水産物の PRを行います。 

イ．学校において、生産者や地域住民との交流給食会を行い、地産地消に対する意

識を高めます。  
 

※⑩中食：総菜や弁当など調理済みの食品を家で食べること、あるいはその食品のこと。 
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ウ．魚食普及を図るために、市場で流通する水産物を学校等に提供します。 

エ．新聞などで旬の青果物や魚介類の情報提供を行います。 

 ② 農林漁業体験活動への支援 

ア．市立保育園、学校等で野菜作りや収穫などの体験活動に取り組みます。 

イ．観光農業公園にて、農作業や調理などの体験プログラムを実施します。 

 

◆市民の取組 

① 乳幼児期 

  ・自然に触れる体験や遊びを取り入れましょう。 

② 学童・思春期 

  ・農林漁業体験に積極的に参加しましょう。 

③ 青年期及び壮年期 

  ・農林漁業体験に積極的に参加するとともに、買い物の際、産地を見て購入する

ようにしましょう。 

 ④ 高齢期 

  ・地域の食材や旬の食材を積極的に取り入れるとともに、その知識を伝えましょ

う。 

 

1基本方針（２）食文化継承につながる取組の推進 

  鹿児島は、本土最南端という地理的特性を生かして、古くから海外との交易を重ね

てきました。その結果、海外の文化や食材が伝来し、これらを活用した料理が作られ

るなど、独自に食文化を発展させてきました。しかし、核家族化の進展や食の多様化

に伴い、この特色ある食文化が失われつつあります。 

  食文化の継承は、地域の活性化や環境への負荷低減となり、持続可能な食の実現に

つながります。この鹿児島の特色ある食文化を風化させないために、さまざまな取組

を実施していきます。 

 

◆数値目標 

目標項目 
現状値 

令和２年度 

目標値 

令和８年度 

郷土料理や家庭料理、作法などを受け継いでいる人の割合の

増加 
47.5％ 55％以上 

 

◆基本施策 

① 郷土料理継承に関する取組 

ア．各種施設で郷土料理教室を実施します。 

イ．郷土料理に関するリーフレットを作成し、普及・啓発を図ります。 

ウ．学校・市立保育園で給食に郷土料理を取り入れます。  
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 ② 食文化・マナーの習得に関する取組 

ア．料理教室実施の際に、マナーについても啓発を図ります。 

イ．乳幼児健診で、おはしの使い方についてのリーフレットを配布するなど、食文

化について啓発を図ります。 

ウ．市立保育園で給食に行事食※⑪を取り入れ、また、その文化についても伝えます。 

 

◆市民の取組 

① 乳幼児期 

  ・食具※⑫の使い方を覚えましょう。 

② 学童・思春期 

  ・鹿児島の食文化に関心を持ちましょう。 

③ 青年期及び壮年期 

  ・行事食や郷土料理を、積極的に取り入れるようにしましょう。 

 ④ 高齢期 

   ・郷土料理や食文化に関する知識を伝えていきましょう。 

 

1基本方針（３）環境に配慮した食育の推進 

  我が国では、食料を海外からの輸入に大きく依存する一方で、年間２，５３１万ト

ン※⑬の食品廃棄物が出ています。このうち、食品ロスは６００万トン※⑬となってい

ます。さらに、食品ロスの内訳を見ると、事業活動に伴って発生する「事業系食品ロ

ス」が３２４万トン※⑬、各家庭から発生する「家庭系食品ロス」が２７６万トン※⑫

となっています。食品ロスは事業所からのものがほとんどと思われがちですが、実際

は全体の約半分は家庭から出ています。私たち一人ひとりが「もったいない」という

意識を持ち、食品ロス削減につながる取組をしていくことが大切となります。   

食品ロス削減の推進に関する法律（令和元年法律第１９号）に基づき、関係機関・

団体等と連携して取り組んでいきます。 

 

◆数値目標 

目標項目 
現状値 

令和２年度 

目標値 

令和８年度 

食品ロスを知っている人の割合の増加 89.5％ 95％以上 

 

◆基本施策 

① 食品ロス削減に関する取組 

ア．食品ロス削減について普及・啓発を図ります。 
 

 
※⑪行事食：季節ごとの行事やお祝いの日に食べる特別の料理 

※⑫食具：食事の時に使う道具のこと。 

※⑬数値について：平成３０年度農林水産省公表の数値。 
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イ．ごみの減量化・資源化に向け、食品の食べ切り・使い切りや、生ごみの水切り

などについて意識啓発を図ります。 

 

◆市民の取組 

① 乳幼児期 

  ・もったいないの意識を身に付けましょう。 

② 学童・思春期 

  ・自分の食べきれる量を覚え、選択するようにしましょう。 

③ 青年期及び壮年期 

  ・会食や宴会での食べ残しをしないようにしましょう。 

 ④ 高齢期 

   ・定期的に冷蔵庫の中身を確認しましょう。 
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２．鹿児島市の主な事業等一覧     ●：主な目標 ○：関連目標 

担当課 事業等名 

基本目標１ 基本目標２ 基本目標３ 

方

針

１ 

方

針

２ 

方

針

３ 

方

針

１ 

方

針

２ 

方

針

３ 

方

針

１ 

方

針

２ 

方

針

３ 

広報課 

広報紙「市民のひろば」発
行事業 

●      〇 〇  

市民と一緒に大好き 
かごしま発信事業 

●      〇 〇  

消費生活センター 
消費生活教室 
（消費者啓発事業） 

●        〇 

環境政策課 
かごしま環境未来館 
「未来館講座」 

      〇 〇 ● 

資源政策課 

３R（リデュース・リユー
ス・リサイクル）推進事業 

        ● 

ホームフードリサイクル
グリーン事業 

        ● 

長寿支援課 
愛のふれあい会食事業  〇    ●    

心をつなぐ訪問給食事業  〇    ●    

地域福祉課 
小野市民館 

市民館料理講座  〇  〇  ●    

市民館男性料理教室  〇  〇  ●    

市民館郷土菓子作り教室  〇  〇  〇  ●  

小野市民館 
「高齢者会食交流会」 

 〇  〇  ●    

地域福祉課 
小松原市民館 

市民館料理講座  〇  〇  ●    

市民館 
「夏休み親子クッキング」 

 〇  ●  〇    

市民館「夏休み親子 
パン作り教室」 

 〇  ●  〇    

小松原市民館 
「高齢者会食交流会」 

 〇  〇  ●    

保健政策課  

食育推進事業 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

食育フェスタ開催事業 ● 〇 〇 〇  〇 〇 〇 〇 

健康増進計画推進事業  〇 ●   〇    

生活衛生課 
食品・環境衛生監視 
指導事業 

〇  ●       

保健予防課 乳幼児歯の健康づくり 
事業 

〇 ●  〇  〇    

子ども達の歯と口の 
健康を守るための 
歯科健診事業 

〇 ●  〇 〇 〇    

短期集中予防サービス 
事業 

 ●    〇    

保健予防課 
保健センター 

栄養改善対策事業 〇 ● 〇 〇  〇    

食生活改善推進事業 ● 〇  〇  〇  〇  

一般介護予防（口腔・栄
養・運動）複合教室事業 

 ●  〇  〇    
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担当課 事業等名 

基本目標１ 基本目標２ 基本目標３ 

方

針

１ 

方

針

２ 

方

針

３ 

方

針

１ 

方

針

２ 

方

針

３ 

方

針

１ 

方

針

２ 

方

針

３ 

保健予防課 
保健センター 
保健福祉課 

生活習慣改善支援事業   〇   〇   ●       

個別保健指導事業   〇   〇   ●       

歯科保健事業 〇 ●   〇   〇       

シニア世代のヘルスプロ
モーション事業 

  〇       ●       

すこやか長寿健康支援 
事業 

  ●   〇   〇       

保健環境試験所 食品試験検査     ●             

こども政策課 
親子料理教室 
（すこやか子育て交流館） 

  〇   ●   〇       

保育幼稚園課 

児童福祉施設等給食 
関係者研修会 

○       ●         

公立保育園の保育計画 
及び食育計画の作成 

○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 

公立保育園での 
保護者への啓発 

○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 

公立保育園の食育の取組 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 

母子保健課 
保健予防課 
保健センター 
保健福祉課 

育児支援事業 〇 〇   ●   〇       

乳幼児健康診査事業 〇 〇   ●   〇      

母と子の健康教室事業 〇 ●   〇           

生産流通課 

農林水産物ＰＲ事業             ●     

鹿児島市農林水産まつり             ●     

地域農業まつり             ●     

農政総務課 市民参加型農業支援事業             ●     

青果市場 
青果物残留農薬検査     ●             

青果市場活性化推進事業         〇   ●     

魚類市場 
“いお・かごしま” 
魚食普及拡大推進協議会 

〇       〇   ●     

青果市場 
魚類市場 

消費拡大を目指した 
情報発信 

〇           ●     

都市農業センター 

都市農業センター 
土曜マルシェ実施事業 

            ●     

都市農業センター 
管理運営 

            ●     

グリーン 
ツーリズム 
推進課 

観光農業公園 
管理運営事業 

            ●     

グリーン・ツーリズム 
推進事業 

            ●     
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担当課 事業等名 

基本目標１ 基本目標２ 基本目標３ 

方

針

１ 

方

針

２ 

方

針

３ 

方

針

１ 

方

針

２ 

方

針

３ 

方

針

１ 

方

針

２ 

方

針

３ 

学校教育課 
個性あふれる学校づくり
推進事業 

        ●   〇     

保健体育課 
中央学校給食センター 

小学校・中学校における 
食に関する指導 

〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 

地区学校保健研究協議会       〇 ● 〇       

保護者への啓発 〇     〇 ●         

食に関する指導研究協力
校 

        ● 〇 〇 〇   

学校給食標準献立作成会   〇     ●   〇 〇   

地域が育む 
「鹿児島の教育」県民週間 

        ● 〇 〇 〇   

鹿児島をまるごと味わう
学校給食週間 

        ● 〇 〇 〇   

市立幼稚園 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 

学校教育課 
保健体育課 

中央学校給食センター 

食生活についての理解の
推進 

〇 〇 〇   ● 〇       

成長期における正しい  
食生活の啓発 

〇 〇 〇   ● 〇       

青少年課 
青年会館講座   〇       ● 〇 〇   

勤労青少年ホーム 
料理講座 

  〇       ● 〇 〇   

生涯学習課 

生涯学習プラザ講座   〇       ● 〇 〇   

勤労女性センター講座   〇       ● 〇 〇   

勤労女性センター 
短期講座 

  〇       ● 〇 〇   

各公民館 公民館講座   〇       ● 〇 〇   
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1第５章 計画の数値目標   

目標項目 
現状値 

令和２年度 

目標値 

令和８年度 

1 
食育に関心を持っている人の割合の

増加 

18歳以上 72.2％ 90％以上 

中学生から18歳未満 60.4％ 70％以上 

2 食に関するボランティア数の増加 4,564人 10％以上増加 

3 栄養バランス等を意識した食生活を送っている人の割合の増加 76.3％ 80％以上 

4 食事をよく噛んで味わって食べる人の割合の増加 45.9％ 55％以上 

5 食品の選択・調理方法について知識のある人の割合の増加 73.4％ 90％以上 

6 朝食を食べない人の割合の減少 

20～30歳代の男性 22.5％ 15％以下 

20～30歳代の女性 15.3％ 10％以下 

7 
朝食又は夕食を家族と一緒に食べる「共食」の回数の増加 

(朝食+夕食の週平均) ※１下記参照 
週10.1回 週11回以上 

8 

学校給食への地場産物活用率  

給食用食材に県内産の食材（肉・野菜等）を使用する割合 

（重量ベース） ※２下記参照 

63.8％ 70％ 

9 
生活習慣病予防や改善のために、普段から食生活に 

気をつけている人の割合の増加 
62.8％ 75％以上 

10 地域等で共食したいと思う人が共食する割合の増加 77.6％ 85％以上 

11 地場産の農林水産物を意識して購入する人の割合の増加 81.1％ 90％以上 

12 
農林漁業体験を経験した人の割合の

増加 

18歳以上 59.6％ 85％以上 

中学生から18歳未満 81.5％ 95％以上 

未就学児・小学生 84.0％ 95％以上 

13 郷土料理や家庭料理、作法などを受け継いでいる人の割合の増加 47.5％ 55％以上 

14 食品ロスを知っている人の割合の増加 89.5％ 95％以上 

※１：「ほとんど毎日」を週７回、「週に4～5日」を4.5回、「週に2～3日」を2.5回、「週に1日程度」を1回とし

て、朝食・夕食ごと（設問ごと）に、当該人数を掛け、合計したものを全体数で割り、朝食と夕食の回数を足して週

当たりの回数を算出する。 

※２：主食とする米・小麦粉及び牛乳以外 
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1 第６章 計画の推進体制 1 

 

 食育を推進するために、関係機関・団体と連携して取り組んでいきます。 

 

 

【鹿児島市食育推進委員会】 

 市民や学識経験者、消費者団体、教育福祉関係団体、保健医療関係団体、農林水

産業関係団体、食品関係団体の代表者で構成する組織で、本計画の推進や計画に基

づく施策に関する協議を行います。 

 

【鹿児島市食育推進連絡会議】 

 市役所内の関係部署で構成する組織で、本市の食育に係る事業施策が円滑に推進

されるよう進行管理や情報交換などを行います。 

 

【鹿児島市食育推進ネットワーク】 

 食に関わる各種関係機関・団体等が、お互いの情報交換・交流を進めるとともに、

活動の協力などを行い、本市の食育の推進を図ります。 

 


